
三
島
由
紀
夫
『
仮
面
の
告
白
』
論

―〈
告
白
〉
と
二
つ
の
主
体
―

中　

村　

佑　

衣
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要
旨

　

本
稿
は
近
代
に
お
け
る
〈
告
白
〉
と
主
体
の
生
産
に
焦
点
を
合
わ
せ
、『
仮
面
の
告
白
』（
河
出
書
房
一
九
四
九
年
七
月
）
の
作
者
三
島
由
紀
夫
な
ら
び

に
語
り
手
「
私
」
の
主
体
と
〈
告
白
〉
を
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
『
知
へ
の
意
志
』（
原
著
一
九
七
六
年
）
を
援
用
し
て
論
じ
た
。

　

従
来
の
研
究
で
は
、
一
つ
、〈
作
者
―
作
品
〉
間
で
作
者
が
作
品
に
、
あ
る
い
は
作
品
が
作
者
に
与
え
る
相
互
の
影
響
を
重
視
し
、
二
つ
、
作
者
と
語

り
手｢

私｣

を
渾
然
一
体
の
存
在
と
見
な
し
、
三
つ
、〈
告
白
〉
の
内
容
の
真
偽
性
や
動
機
、
手
段
、
因
果
な
ど
、
告
白
者
自
身
へ
と
収
斂
さ
れ
る
論
じ

方
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
と
異
な
り
、
本
稿
は
〈
性
の
告
白
〉
と
い
う
作
品
形
式
の
選
択
自
体
が
同
時
代
の
文
壇
の
要
請
に
応
え
る
も
の
だ
と
解

釈
し
、〈
告
白
者
―
受
取
手
〉
間
、
及
び
〈
告
白
者
―
社
会
〉
の
関
係
性
に
論
点
を
設
定
し
た
。

　

具
体
的
に
は
ま
ず
フ
ー
コ
ー
が
『
知
へ
の
意
志
』
で
述
べ
た
、
西
洋
の
近
代
社
会
に
お
け
る
〈
性
の
告
白
〉
と
告
白
者
の
主
体
の
生
産
の
機
構
が
、『
仮

面
の
告
白
』
発
表
当
時
の
日
本
に
お
い
て
も
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
フ
ー
コ
ー
の
『
知
へ
の
意
志
』
の
本
作
品
へ
の
適
用
の
妥
当
性
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
本
作
品
に
お
け
る
作
者
三
島
由
紀
夫
の
主
体
の
生
産
に
照
明
を
あ
て
、〈
性
の
告
白
〉
と
い
う
作
品
形
式
の
選
択
自
体
が
同
時
代
の
文
壇
の
要

請
に
応
え
た
も
の
だ
と
論
じ
た
。
フ
ー
コ
ー
が
指
摘
し
た
〈
告
白
〉
に
お
け
る
受
取
手
の
優
位
性
は
、『
仮
面
の
告
白
』
を
巡
る
文
壇
評
価
に
ま
さ
し
く

あ
て
は
ま
る
。
私
小
説
の
よ
う
な
作
者
の
〈
告
白
〉
を
期
待
す
る
文
壇
の
態
勢
の
中
で
、『
仮
面
の
告
白
』
を
作
者
の
〈
告
白
〉
と
し
て
当
時
の
文
壇
が

認
識
し
た
結
果
こ
そ
が
、『
仮
面
の
告
白
』
を
作
者
の
〈
告
白
〉
と
し
て
規
定
し
て
、〈
告
白
〉
を
完
成
さ
せ
、
三
島
由
紀
夫
と
い
う
作
家
像
を
生
産
し
た

の
だ
。

　

そ
し
て
最
後
に
、語
り
手
「
私
」
の
〈
告
白
〉
と
主
体
の
生
産
を
論
じ
た
。〈
告
白
〉
に
お
け
る
受
取
手
の
存
在
の
不
可
欠
性
と
、受
取
手
の
「
裁
決
機
関
」

と
し
て
の
役
割
を
フ
ー
コ
ー
は
指
摘
し
た
。「
私
」
の
〈
告
白
〉
に
お
い
て
も
「
私
」
が
受
取
手
と
し
て
想
定
す
る
読
者
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
私
」

は
読
者
を
納
得
さ
せ
る
よ
う
な
〈
告
白
〉
を
構
成
し
、
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
私
」
の
語
り
が
、
読
者
の
納
得
を
得
る
た
め
の
誘
導
的
な
叙

述
構
成
を
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
「
私
」
は
〈
告
白
〉
を
叙
述
す
る
こ
と
で
、「
私
」
が
「
私
」
を
認
証
し
、
読
者
に
対
し
て
賛
同
と
承
認
を
求
め
た
。
戦
時
下
か
ら
終
戦
後
に
か
け
て
、

貧
弱
な
身
体
で
あ
っ
た
た
め
に
兵
士
と
し
て
戦
わ
ず
、
ま
た
異
性
に
対
す
る
肉
欲
が
湧
か
な
い
こ
と
か
ら
結
婚
・
産
児
も
叶
わ
な
い
「
私
」
は
、
社
会
と

い
う
〈
他
者
〉
か
ら
「
私
」
が
「
私
」
で
あ
る
と
い
う
主
体
を
暗
に
否
定
さ
れ
て
い
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
経
歴
の
「
私
」
に
お
い
て
、
自
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身
の
存
在
を
自
問
し
納
得
し
て
、〈
他
者
〉
に
存
在
を
承
認
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
よ
う
に
、「
私
」
の
〈
告
白
〉
の
目

標
は
、ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
指
向
の
持
ち
主
で
あ
る
「
私
」
の
一
面
と
そ
の
内
情
と
し
て
の
「
私
」
の
思
考
の
集
積
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
掬
い
あ
げ
て
、「
私
」

と
い
う
主
体
を
形
作
り
、
告
白
者
・
受
取
手
の
双
方
が
そ
の
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
だ
と
本
稿
は
考
察
し
た
。

　
「
私
」
が
想
定
す
る
読
者
の
反
応
は
本
作
品
の
叙
述
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、「
私
」
の
〈
告
白
〉
は
受
取
手
の
承
認
を
待
つ

生
成
途
中
の
〈
告
白
〉
だ
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
し
現
実
世
界
に
お
け
る
読
者
が
「
私
」
の
背
後
に
作
者
の
姿
を
透
か
し
見
る
こ
と
で
、「
私
」
が
想
定

す
る
読
者
の
代
替
を
果
た
し
、
作
者
の
主
体
を
承
認
し
た
と
同
時
に
「
私
」
の
〈
告
白
〉
を
も
承
認
し
た
と
言
え
る
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
、〈
告
白
者
―
受

取
手
〉
間
に
生
産
さ
れ
た
『
仮
面
の
告
白
』
の
〈
告
白
〉
の
機
構
で
あ
る
。

　

語
り
手
「
私
」
の
主
体
は
作
者
三
島
の
主
体
同
様
、〈
告
白
〉
を
巡
っ
て
読
者
と
の
関
係
性
の
中
で
生
産
さ
れ
る
告
白
者
の
主
体
で
あ
る
。『
仮
面
の
告
白
』

と
い
う
一
つ
の
〈
告
白
〉
の
叙
述
に
見
出
さ
れ
た
二
つ
の
主
体
。
本
稿
は
そ
の
よ
う
に
視
点
の
置
き
換
え
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る
『
仮
面
の
告
白
』
の
〈
告

白
〉
の
機
構
を
論
じ
た
。
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１　

は
じ
め
に

　

三
島
由
紀
夫
の
『
仮
面
の
告
白
』（
河
出
書
房
一
九
四
九
年
七
月
）
に
対
す
る
同
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
評
価
は
、
写リ
ア
リ
テ
ィ実
／

創
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン作
の
差
異
は
あ
れ
ど
も
一
貫
し
て
〈
告
白
〉
に
重
き
を
置
く（
１
）。〈
告
白
〉
が
も
つ
人
々
へ
の
影
響
力
は
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
が
『
性

の
歴
史
Ⅰ
知
へ
の
意
志
』（
原
著
一
九
七
六
年
）
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
が
日
本
文
学
で
あ
る
『
仮
面
の
告
白
』
に
お
い

て
も
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
論
理
を
基
に
〈
告
白
〉
と
主
体
の
生
産
を
論
じ
る
。

　
『
仮
面
の
告
白
』
は
虚
構
の
告
白
体
小
説
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在（

２
）に
お
い
て
も
、
語
り
手
の
「
私
」
と
作
者
三
島
が

渾
然
一
体
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
理
由
と
し
て
、本
作
品
の
内
容
に
三
島
の
実
体
験
を
基
に
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
多
く
、
ま
た
作
品
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
仮
構
や
虚
構
の
意
を
も
つ
「
仮
面
」
の
語
が
「
告
白
」
の
真
実
性
を
打
ち
消
し
、
解
釈
の

ゆ
と
り
を
も
た
せ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

だ
が
「
仮
面
」
の
語
が
本
作
品
の
〈
告
白
〉
の
真
実
性
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
論
理
は
、「
告
白
」
が
真
実
を
示
す
語
で
あ
る

と
い
う
信
頼
を
前
提
と
し
て
い
る
。
確
か
に
一
般
的
な
認
識
と
し
て
〈
告
白
〉
は
真
実
を
述
べ
る
行
為
だ
。
だ
が
初
版
刊
行
時
に
付
さ

れ
た
月
報
で
、
作
者
自
ら
「
告
白
の
本
質
は
「
告
白
は
不
可
能
だ
」」（「『
仮
面
の
告
白
』
ノ
ー
ト
」
河
出
書
房
一
九
四
九
年
七
月
『
全

集
二
十
七
巻
』p.190

）（
３
）と
述
べ
る
本
作
品
に
、「
告
白
」
へ
の
信
頼
を
前
提
と
し
た
解
釈
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。『
仮
面
の
告
白
』
に
お

け
る
〈
告
白
〉
行
為
は
小
説
が
本
来
も
つ
創

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン作
性
、
す
な
わ
ち
虚
構
を
前
提
と
し
た
文
学
の
形
式
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
一
般
的

な
〈
告
白
〉
行
為
と
相
違
す
る
こ
と
を
三
島
は
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

フ
ー
コ
ー
が
『
知
へ
の
意
志
』
で
分
析
し
た
と
お
り
、
西
洋
で
は
近
代
ま
で
に
〈
性
の
告
白
〉
が
告
白
者
の
主
体
性
の
獲
得
に
値
す

る
と
人
々
に
認
識
さ
れ
る
ほ
ど
、〈
告
白
〉
は
西
洋
社
会
で
の
影
響
力
を
強
め
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
精
神
分
析
や
性
科
学
が
果
た
し
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た
役
割
は
大
き
い
。
同
時
に
西
洋
近
代
は
、
自
伝
な
ど
〈
告
白
〉
の
文
学
が
生
ま
れ
、
人
が
自
身
に
つ
い
て
積
極
的
に
〈
告
白
〉
す
る

よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
の
影
響
下
に
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
私
小
説
と
い
う
〈
告
白
〉
文
学
を
生
み
出

し
た
日
本
も
同
様
だ
。『
仮
面
の
告
白
』
に
先
立
つ
昭
和
前
半
頃
ま
で
の
文
壇
で
は
、
私
小
説
は
「
近
代
文
学
」
の
象
徴
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
西
洋
・
日
本
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
近
代
〉
で
新
し
く
〈
告
白
〉
文
学
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
学
の
変
遷
と
〈
近
代
〉
に
お
け
る
〈
告
白
〉
と
主
体
確
立
の
要
請
の
機
構
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
は
『
仮
面
の
告
白
』

を
分
析
す
る
。

　

本
作
品
の
主
体
確
立
に
関
し
て
は
、
佐
藤
秀
明
が
「
自
己
を
語
る
思
想
―
『
仮
面
の
告
白
』
の
方
法
」（『
国
語
と
国
文
学
』

二
〇
〇
六
年
十
一
月
）
と
「「
作
者
」
に
つ
い
て
の
提
起
―
『
仮
面
の
告
白
』
を
例
と
し
て
―
」（『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）

で
既
に
、
作
者
と
物
語
世
界
内
の
「
私
」
と
い
う
二
つ
の
主
体
を
個
々
に
論
じ
て
い
る
。
佐
藤
の
論
で
は
〈
告
白
〉
の
真
理
性
を
前
提

に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
言
及
が
主
体
確
立
に
繋
が
っ
た
と
し
て
い
る
。
先
の
〈
告
白
〉
の
真
実
性
を
打
ち
消
す
「
仮
面
」
の
通

説
や
、
佐
藤
の
「
仮
面
」
イ
コ
ー
ル
同
性
愛
者
と
し
て
の
一
面
と
し
て
と
ら
え
真
理
を
語
る
た
め
の
装
い
と
す
る
従
来
の
論
と
異
な
り
、

本
稿
は
〈
告
白
〉
へ
の
前
提
的
な
信
頼
に
ま
ず
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
で
〈
告
白
〉
の
真
偽
性
を
問
う
論
か
ら
離
れ
、
俯
瞰
的
に
〈
告
白
〉

を
論
じ
る
方
針
を
と
る
。
加
え
て
、
同
性
愛
の

4

4

4

4

〈
告
白
〉
を
語
る
こ
と
で
主
体
が
現
出
し
た
と
す
る
佐
藤
の
論
と
異
な
り
、
本
稿
は
フ
ー

コ
ー
の
『
知
へ
の
意
志
』
を
援
用
し
、〈
性
の
告
白
〉
と
い
う
作
品
形
式
の
選
択
自
体
が
同
時
代
の
文
壇
の
要
請
に
応
え
る
も
の
だ
と
解

釈
し
、〈
告
白
者
―
読
者
〉
間
に
生
産
さ
れ
た
・
ま
た
は
さ
れ
つ
つ
あ
る
『
仮
面
の
告
白
』
の
〈
告
白
〉
と
二
つ
の
主
体
を
論
じ
る
。
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２　
〈
近
代
〉
の
西
洋
／
日
本
で
求
め
ら
れ
た
〈
告
白
〉

　

十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ル
ソ
ー
の
『
告
白
』（
一
七
六
五
〜
七
〇
年
執
筆
）
を
一
つ
の
契
機
と
し
た
自
伝
文
学
が
生
ま
れ
た
。
時

を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
ギ
ボ
ン
、
ア
メ
リ
カ
で
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
伝
も
刊
行
さ
れ
、
西
洋
に
お
い
て
〈
告
白
〉
文
学

が
新
た
に
〈
近
代
〉
の
象
徴
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
自
伝
文
学
の
確
立
以
前
に
も
、
貴
族
な
ど
上
流
階
級
の

公
的
生
活
を
叙
述
し
た
回
想
録
や
、
宗
教
的
要
請
に
基
づ
き
同
じ
信
仰
心
を
有
す
る
仲
間
に
向
け
た
教
育
的
意
図
を
も
つ
自
伝
的
作
品

が
あ
っ
た
。
ル
ソ
ー
以
降
の
自
伝
文
学
は
そ
れ
ら
と
異
な
り
、
平
民
階
級
の
作
者
が
自
身
の
生
涯
や
内
的
世
界
を
叙
述
し
、
社
会
の
中

の
〈
個
人
〉
と
い
う
考
え
の
下
、
自
己
探
求
を
す
る
傾
向
を
も
つ
。
ル
ソ
ー
の
『
告
白
』
の
冒
頭
、「
わ
た
し
は
か
つ
て
例
の
な
か
っ
た
、

そ
し
て
今
後
も
模
倣
す
る
も
の
は
な
い
と
思
う
、
仕
事
を
く
わ
だ
て
る
。
自
分
と
お
な
じ
人
間
仲
間
に
、
ひ
と
り
の
人
間
を
そ
の
自
然

の
ま
ま
の
真
実
に
お
い
て
見
せ
て
や
り
た
い
」（
桑
原
武
夫
訳
『
告
白
』
岩
波
書
店
一
九
六
五
年
三
月p.10

）
の
叙
述
は
、
そ
の
こ
と
を

象
徴
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
半
生
を
振
り
返
り
〈
告
白
〉
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
個
性
を
発
見
し
、
自
己
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
〈
近
代
〉

の
文
学
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
生
ま
れ
た
自
伝
文
学
の
流
れ
は
ロ
マ
ン
主
義
に
引
き
継
が
れ
、
内
的

世
界
や
心
情
の
吐
露
を
よ
り
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
よ
り
後
に
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』（
一
九
一
三

〜
二
七
年
）
の
よ
う
に
、
作
者
イ
コ
ー
ル
語
り
手
の
「
私
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
、
し
か
し
作
者
と
語
り
手
の
「
私
」
に
多
く
の
共
通

点
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
な
文
学
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
『
知
へ
の
意
志
』（
渡
辺
守
章
訳
、
新
潮
社
一
九
八
六
年
九
月
邦
訳
刊
行
）
は
、〈
性

の
言
説
〉
が
発
生
す
る
〈
場
〉
か
ら
、〈
性
の
真
理
〉
や
〈
性
〉
自
体
が
あ
た
か
も
自
明
の
こ
と
と
し
て
現
前
し
て
人
々
に
認
識
さ
れ
る
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よ
う
に
な
っ
た
過
程
に
言
及
し
、
よ
っ
て
〈
性
の
言
説
〉
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
力
の
機
構
を
指
摘
す
る
。「
西
洋
世
界
に
お
け
る
人

間
は
、
告
白
の
獣
と
な
っ
た
」（p.77

）
と
フ
ー
コ
ー
が
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
に
至
る
ま
で
続
く
、
人
々
の
異
常
な
ま
で
の
〈
告
白
〉

に
対
す
る
信
頼
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
〈
告
白
〉
が
真
理
と
結
び
つ
き
、〈
性
の
告
白
〉
が
告
白
者
の
主
体
の
獲
得
の
た
め

の
手
段
と
な
っ
て
い
っ
た
過
程
に
は
、サ
ド
の『
ソ
ド
ム
の
百
二
十
日
』（
一
七
八
五
年
）、自
伝
風
の
好
色
文
学
と
さ
れ
る
著
者
不
明
の『
我

が
秘
密
の
生
涯
』（
一
八
八
四
〜
九
四
年
）（p.30

）
や
、
自
伝
文
学
な
ど
の
〈
告
白
〉
す
る
文
学
が
含
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

　

フ
ー
コ
ー
は
近
代
に
お
け
る
文
学
の
変
化
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

勇
気
や
聖
性
の
「
試
練
」
を
め
ぐ
る
英
雄
的
な
、
あ
る
い
は
神
秘
的
な
物
語
に
集
中
し
て
い
た
、
語
り
・
聞
く
と
い
う
快
楽
か
ら
、

告
白
と
い
う
形
式
そ
の
も
の
が
手
の
届
か
ぬ
も
の
と
し
て
ち
ら
つ
か
せ
て
い
る
真
実
を
、
自
己
の
深
奥
か
ら
、
言
葉
の
間
に
、
立

ち
昇
ら
せ
る
と
い
う
際
限
の
な
い
努
力
を
使
命
と
す
る
一
つ
の
文
学
へ
と
、
人
は
移
行
し
た	

（p.77

）

　

ま
た
「
人
は
、
他
の
人
間
で
は
不
可
能
な
告
白
を
、
快
楽
と
苦
し
み
の
な
か
で
、
自
分
自
身
に
向
か
っ
て
し
、
そ
れ
を
書
物
に
す
る
」

（p.77

）
と
も
述
べ
て
い
る
。
フ
ー
コ
ー
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
文
学
の
傾
向
は
「
移
ろ
い
や
す
い
数
多
の
印
象
を
通
じ
て
意
識
の
根
本

的
な
確
実
性
を
解
き
放
っ
て
く
れ
る
、自
己
の
検
討
」（p.78
）
か
ら
自
己
の
真
理
、す
な
わ
ち
主
体
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
〈
近

代
〉
の
重
要
な
一
つ
の
傾
向
と
し
て
認
め
て
い
る
。

　

一
方
、『
仮
面
の
告
白
』
が
書
か
れ
た
一
九
四
九
年
頃
の
日
本
の
文
壇
に
お
い
て
も
、〈
告
白
〉
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
奥

野
健
男
は
「
伊
藤
理
論
と
平
野
公
式
―
―
近
代
日
本
文
学
へ
の
原
理
論
」（『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
二
十
五
』
角
川
書
店
一
九
六
〇
年
五

月
）
に
お
い
て
、
私
小
説
論
の
方
向
性
を
形
作
っ
た
代
表
者
、
小
林
秀
雄
（『
私
小
説
論
』
一
九
三
五
年
）
と
中
村
光
夫
（『
風
俗
小
説

論
』
一
九
五
〇
年
）
の
他
、
平
野
謙
（『
私
小
説
』
一
九
四
七
年
、『
私
小
説
の
二
律
背
反
』
一
九
五
一
年
）、
伊
藤
整
（『
小
説
の
方
法
』

一
九
四
八
年
）
ら
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
近
代
日
本
文
学
を
論
じ
る
戦
後
批
評
が
「
何
れ
も
私
小
説
を
日
本
の
近
代
文
学
の
主
流
と
し
て
と
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ら
え
て
い
る
」
こ
と
を
共
通
点
に
、一
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
た
。「
日
本
文
学
論
と
い
う
よ
り
も
、む
し
ろ
私
小
説
論
と
言
っ

た
方
が
よ
い
ほ
ど
」
だ
と
奥
野
が
叙
述
し
た
よ
う
に
、
戦
後
す
ぐ
の
文
壇
に
お
い
て
は
、
西
洋
を
理
想
と
し
た
近
代
化
を
果
た
そ
う
と

模
索
す
る
中
で
、〈
近
代
的
自
我
〉
の
確
立
に
至
れ
な
か
っ
た
日
本
の
私
小
説
と
い
う
認
識
が
主
流
で
あ
り
、〈
告
白
〉
の
仕
方
に
よ
っ

て
は
日
本
も
西
洋
の
よ
う
な
主
体
性
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ
と
い
う
〈
告
白
〉
へ
の
信
頼
が
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
際
〈
近
代
的
自
我
〉
の
確
立
が
果
た
せ
な
か
っ
た
未
熟
さ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
経
験
ま
で
西
洋
の
よ
う
な
革
命
に
よ
る
大

き
な
社
会
変
化
を
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
説
明
さ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
〈
近
代
〉
は
明
治
以
降
の
産
業
化
・
西

洋
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
お
り
、
革
命
な
ど
の
大
き
な
社
会
変
化
に
よ
っ
て
他
国
の
手
本
な
く
自
ら
急
速
に
変
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
西
洋
の
〈
近
代
〉
化
と
意
味
合
い
が
異
な
る
。
西
洋
で
は
革
命
に
よ
る
個
人
の
力
で
は
抗
え
な
い
ほ
ど
の
社
会
変
化
を
経
験
し
た
人
々

が
〈
社
会
の
中
の
個
人
〉
と
い
う
意
識
を
強
く
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
〈
近
代
的
自
我
〉
の
も
と
で
あ
る
西
洋
で
は
、〈
他
者
〉

と
の
相
違
を
明
瞭
に
意
識
し
た
自
他
の
関
係
性
を
俯
瞰
的
に
観
察
す
る
目
の
必
要
性
が
十
分
自
覚
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
戦
前
ま
で
の

日
本
文
学
に
は
鷗
外
や
漱
石
な
ど
の
例
外
を
除
き
、
そ
の
意
識
が
乏
し
か
っ
た
。〈
告
白
〉
文
学
は
自
己
を
捉
え
な
お
す
内
的
な
語
り
が

主
旨
だ
が
、
西
洋
的
な
理
想
と
し
て
の
そ
の
観
察
眼
に
は
、
日
本
で
の
実
態
と
は
異
な
る
も
の
の
、〈
他
者
〉
と
の
関
係
性
の
俯
瞰
的
な

理
解
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
点
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

右
と
並
ん
で
大
正
以
降
の
日
本
は
、精
神
分
析
や
〈
性
〉
を
め
ぐ
る
科
学
を
も
西
洋
か
ら
吸
収
し
た
。
ゾ
ラ
が
『
居
酒
屋
』（
一
八
七
七

年
）
な
ど
に
表
現
し
た
人
間
の
本
質
と
し
て
の
獣
性
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
ク
ラ
フ
ト
・
エ
ビ
ン
グ
の
紹
介
に
よ
り
専
門

家
の
み
な
ら
ず
一
般
の
人
々
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
変
態
性
欲
」
に
関
す
る
言
説
や
、〈
性
〉
を
遺
伝
と
い
う
観
点

か
ら
論
じ
る
優
生
学
な
ど
が
そ
の
具
体
例
で
あ
る
。
特
に
日
本
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
ゾ
ラ
な
ど
の
自
然
主
義
の
存
在
で

あ
ろ
う
。
自
然
主
義
は
日
本
に
お
い
て
私
小
説
な
ど
の
〈
告
白
〉
す
る
文
学
を
生
み
出
し
た
が
、
自
然
主
義
か
ら
始
ま
っ
た
の
は
そ
れ
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の
み
で
は
な
い
。
性
的
欲
望
が
人
間
の
本
質
の
一
つ
だ
と
す
る
考
え
、〈
真
理
〉
の
追
究
を
重
視
す
る
姿
勢
も
ま
た
自
然
主
義
以
降
の
文

壇
に
お
い
て
一
般
化
し
た
。
西
洋
を
モ
デ
ル
と
し
た
〈
近
代
〉
化
と
科
学
の
移
入
を
図
る
中
で
、
日
本
は
〈
性
〉
が
人
の
主
体
を
表
す

と
す
る
西
洋
同
様
の
認
識（

４
）を
深
め
て
い
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
フ
ー
コ
ー
が
論
じ
た
〈
性
の
告
白
〉
と
告
白
者
の
主
体
の
生
産
の
機
構
が
、『
仮
面
の
告
白
』
発
表
当
時
の
日
本
に
お
い

て
も
成
立
し
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

３　
「
読
者
」
の
存
在
に
よ
り
完
成
さ
れ
る
〈
告
白
〉

　

フ
ー
コ
ー
の
『
知
へ
の
意
志
』（
前
掲
）
が
指
摘
し
た
告
白
は
一
般
的
な
広
義
の
〈
告
白
〉
行
為
の
み
を
指
す
。
で
は
虚
構
性
を
内
包

す
る
文
学
形
式
の
内
に
お
か
れ
る
『
仮
面
の
告
白
』
の
〈
告
白
〉
に
照
明
を
あ
て
た
時
、
ど
の
よ
う
な
構
造
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。

　
『
仮
面
の
告
白
』
に
対
し
て
現
在
与
え
ら
れ
て
い
る
創

フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル

作
的
な
告
白
体
小
説
と
し
て
の
評
価
は
、
創
作
性
に
文
学
の
意
義
を
認
め
る
今

日
的
な
価
値
判
断
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
だ
が
、『
仮
面
の
告
白
』
発
表
当
時
の
日
本
の
文
壇
は
こ
れ
と
異
な
る
文
学
観
に
立
っ
て
こ
の

作
品
に
高
い
評
価
を
与
え
た
。
高
評
価
の
主
な
要
因
は
、
作
者
の
赤
裸
々
な
〈
告
白
〉
で
あ
り
、
中
で
も
同
性
愛
指
向
と
い
う
〈
性
の

告
白
〉
を
行
な
っ
た
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
荒
正
人
は
「
若
き
エ
ロ
ス
の
告
白
『
仮
面
の
告
白
』」（『
図
書
新
聞
』

一
九
四
九
年
七
月
二
十
三
日
）
に
お
い
て
「
題
名
の
示
す
通
り
作
者
の
幼
年
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
体
験
を
告
白
の
形
式
で
述

べ
た
も
の
」
だ
と
書
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
多
秋
五
も
『
物
語
戦
後
文
学
史
』（
新
潮
社
一
九
六
六
年
三
月
）
に
お
い
て
「
こ
こ
ま
で
あ
か
ら
さ
ま
に
真
実
を
書
い
て
よ

い
も
の
か
、
と
思
う
ほ
ど
赤
裸
々
に
真
実
が
語
ら
れ
て
い
る
」（p.376

）
と
述
べ
て
お
り
、『
仮
面
の
告
白
』
を
三
島
本
人
の
生
活
体
験
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や
性
指
向
の
〈
告
白
〉
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

　

三
島
は
『
仮
面
の
告
白
』
以
前
に
も
「
煙
草
」（
一
九
四
六
年
六
月
）
な
ど
で
、
自
身
の
生
活
体
験
に
即
し
た
作
品
を
書
い
て
い
た
。

だ
が
そ
れ
ら
の
作
品
群
の
中
で
作
者
の
〈
告
白
〉
と
し
て
同
時
代
の
文
壇
に
認
識
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
た
の
は
『
仮
面
の
告
白
』
が

初
め
て
で
あ
る
。
戦
後
、
作
品
発
表
の
機
会
を
得
る
た
め
奔
走
す
る
三
島
の
「
煙
草
」
を
含
む
作
品
群
に
対
し
て
、
中
村
光
夫
が
低
評

価
を
与
え
、
雑
誌
掲
載
を
断
っ
た
話
は
有
名
だ
。
だ
が
同
じ
中
村
が
、
三
年
後
の
『
仮
面
の
告
白
』
に
は
「
青
年
ら
し
い
見
栄
と
衒
ひ

に
飾
ら
れ
た
」「
少
年
期
の
回
想
」（「
三
島
由
紀
夫
小
論
」『
昭
和
文
学
全
集
第
二
十
三
巻
』
角
川
出
版
一
九
五
三
年
十
月
）
と
述
べ
、

高
評
価
を
与
え
た
の
だ
。
ま
た
三
島
と
の
対
談
『
人
間
と
文
学
』（
講
談
社
一
九
六
八
年
四
月
）
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
村　

は
た
か
ら
見
て
い
る
と
、
や
っ
ぱ
り
日
本
の
作
家
は
、
何
か
の
形
で
告
白
し
な
い
と
人
が
作
家
と
見
て
く
れ
な
い
と
い
う

よ
う
な
妙
な
も
の
が
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
い
人
が
か
り
に
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
大
衆
作
家
に
な
る
か
そ
れ

と
も
素
人
で
、
作
家
が
、
読
者
に
親
し
ま
れ
る
に
は
告
白
が
要
る
。
あ
な
た
の
場
合
に
も
「
仮
面
の
告
白
」
と
い
う
の
が

あ
る
わ
け
だ
。（
中
略
）

中
村　

た
い
へ
ん
政
治
的
、
レ
ト
リ
ッ
ク
的
告
白
だ
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
あ
れ
で
も
っ
て
…
…
。

三
島　

み
な
が
信
用
し
た
。

中
村　

仲
間
に
入
れ
た
。
ぼ
く
な
ん
か
も
自
分
で
そ
う
思
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。	

（『
全
集
四
十
巻
』p.88

・
傍
線
引
用
者
）

　

右
に
示
し
た
よ
う
に
『
仮
面
の
告
白
』
発
表
時
の
文
壇
の
風
潮
と
し
て
、
私
小
説
的
な
内
容
は
特
に
期
待
さ
れ
て
い
た
。
右
の
対
談

は
一
九
六
七
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
点
の
中
村
は
『
仮
面
の
告
白
』
を
告
白
体
小
説
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
約
二
十
年

前
を
回
想
し
て
、
当
時
文
壇
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
っ
た
中
村
も
ま
た
、
作
家
に
〈
告
白
〉
す
る
こ
と
を
望
み
、『
仮
面
の
告
白
』
を
そ

の
よ
う
な
作
品
と
し
て
一
度
は
認
識
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
の
だ
。
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『
仮
面
の
告
白
』
に
よ
り
、
文
壇
を
含
む
全
て
の
読
者
の
内
に
「
三
島
由
紀
夫
」
と
い
う
作
家
像
が
確
定
し
、
そ
の
印
象
で
三
島
の
他

の
作
品
も
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
多
秋
五
は
『
物
語
戦
後
文
学
史
』（
前
掲
）
で
、
終
戦
か
ら
一
九
四
八
年
四
月
ま
で
に
発
表

さ
れ
た
三
島
の
短
編
（「
軽
王
子
と
衣
通
姫
」、「
夜
の
仕
度
」、「
春
子
」、「
サ
ー
カ
ス
」、「
殉
教
」、「
家
族
合
せ
」）
は
「『
仮
面
の
告

白
』
が
あ
ら
わ
れ
た
後
、
そ
こ
か
ら
の
反
照
で
読
む
と
き
、
は
じ
め
て
了
解
の
糸
口
が
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
」（p.368

）
だ
と
述
べ

て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
多
は
『
仮
面
の
告
白
』
が
三
島
本
人
の
「
赤
裸
々
」
な
「
真
実
」
を
書
い
た
も
の
だ
と
受
け
止
め
て

い
た
。
そ
の
認
識
を
基
に
作
家
像
を
確
定
し
、「
三
島
由
紀
夫
」
と
い
う
人
物
や
そ
の
世
界
観
を
理
解
し
た
と
す
る
右
の
言
説
は
、
前
述

し
た
フ
ー
コ
ー
の
説
の
と
お
り
、
同
性
愛
指
向
や
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
指
向
の
〈
性
の
告
白
〉
を
し
た
こ
と
で
告
白
者
と
し
て
の
三
島

由
紀
夫
の
主
体
、
こ
の
場
合
に
は
読
者
が
作
品
か
ら
読
み
取
っ
た
三
島
由
紀
夫
と
い
う
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
認
め
ら
れ
た
の
だ
と
理
解

さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
〈
告
白
〉
に
よ
っ
て
他
者
が
告
白
者
の
主
体
を
認
め
る
機
構
を
指
し
て
、『
知
へ
の
意
志
』（
前
掲
）
は
「
人
間

の
《assujettissem

ent

》［
服
従
＝
主
体
‐
化
］」（p.79

）
と
述
べ
、
そ
の
背
景
に
潜
む
支
配
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

従
来
の
『
仮
面
の
告
白
』
研
究
に
お
け
る
〈
告
白
〉
の
扱
い
は
そ
の
真
偽
性
や
動
機
、
手
段
、
因
果
な
ど
、
告
白
者
自
身
へ
と
収
斂

さ
れ
る
論
じ
方
が
多
い
。
だ
が
〈
告
白
〉
が
〈
告
白
者
―
読
者
〉
間
に
現
出
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、〈
告
白
〉
は
告
白
者
の
み
の
範
疇

に
お
さ
ま
る
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
、
重
要
に
な
る
の
は
〈
告
白
〉
を
巡
る
〈
告
白
者
―
読
者
〉
の
関
係
性
で
あ
り
、
本
作
品
が

発
表
当
時
、
作
者
の
〈
告
白
〉
と
し
て
当
時
の
文
壇
を
主
導
す
る
位
置
に
あ
っ
た
中
村
光
夫
の
よ
う
な
批
評
家
達
に
認
め
ら
れ
、
受
け

入
れ
ら
れ
た
結
果
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　

鈴
木
登
美
は
『
語
ら
れ
た
自
己
』（
大
内
和
子
・
雲
和
子
訳
、
岩
波
書
店
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
に
お
い
て
、
私
小
説
と
は
「
対
象
指
示

上
、
主
題
上
、
形
式
上
の
何
ら
か
の
客
観
的
な
特
性
に
よ
っ
て
定
義
で
き
る
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
」（p.10

）
く
、「
読
者
が
当
の

テ
ク
ス
ト
の
作
中
人
物
と
語
り
手
と
作
者
の
同
一
性
を
期
待
し
信
じ
る
こ
と
が
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
究
極
的
に
私
小
説
に
す
る
」（p.10

）



中村　佑衣

聖心女子大学大学院論集　第 38 巻 2号（通巻 51 号）平成 28 年 10 月

16 

も
の
だ
と
し
、〈
告
白
〉
の
受
取
手
で
あ
る
読
者
の
優
位
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

フ
ー
コ
ー
も
ま
た
『
知
へ
の
意
志
』（
前
掲
）
に
お
い
て
、「
告
白
に
対
し
て
、
彼
（
聞
き
手
・
引
用
者
注
）
の
権
能
は
、
単
に
告
白

が
な
さ
れ
る
前
に
そ
れ
を
強
要
し
た
り
、
口
に
出
し
て
語
ら
れ
た
後
で
、
裁
決
を
下
す
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
告
白
を
通
じ
て
、
そ
し

て
告
白
の
隠
れ
た
意
味
を
解
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
理
の
言
説
を
構
成
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
」（p.87

）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま

り
〈
告
白
〉
は
告
白
者
の
行
為
で
あ
り
な
が
ら
、そ
の
内
容
が
〈
告
白
〉
で
あ
っ
た
か
否
か
の
判
断
は
受
取
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
フ
ー

コ
ー
は
さ
ら
に
、「
真
理
は
、
語、
、
、
る
者
に
お
い
て
は
確
か
に
現
前
し
て
は
い
る
が
不
完
全
で
あ
り
、
自
分
自
身
に
対
し
て
盲
目
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
完
成
し
得
る
の
は
、
た
だ
そ
れ
を
受、
、
、
、
、

け
取
る
者
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
」（p.87

）
と
、〈
告
白
〉
に
お
け
る
受
取
手
の
優

位
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
『
仮
面
の
告
白
』
を
巡
る
文
壇
評
価
に
ま
さ
し
く
あ
て
は
ま
る
。
本
作
品
を
契
機
に
三
島
由

紀
夫
と
い
う
作
家
像
が
確
定
し
、三
島
は
作
家
と
し
て
の
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、私
小
説
の
よ
う
な
作
者
の
〈
告
白
〉

を
期
待
す
る
文
壇
の
態
勢
の
中
で
、『
仮
面
の
告
白
』
を
作
者
の
〈
告
白
〉
と
し
て
当
時
の
文
壇
が
認
識
し
た
結
果
こ
そ
が
、『
仮
面
の

告
白
』
を
作
者
の
〈
告
白
〉
と
し
て
規
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
文
壇
を
含
む
読
者
の
反
応
が
、『
仮
面
の
告
白
』
を
〈
告
白
〉
と
し
て
成

立
さ
せ
る
た
め
に
助
け
支
え
る
役
を
担
い
、
そ
の
助
力
に
よ
っ
て
〈
告
白
〉
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

４
「
私
」
の
〈
告
白
〉
の
構
造

①
読
者
に
対
す
る
「
私
」
の
要
求
意
識

　

フ
ー
コ
ー
は
『
知
へ
の
意
志
』（
前
掲
）
で
〈
告
白
〉
に
お
け
る
「
権
力
の
関
係
」（p.80

）
を
示
唆
し
、「
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
そ

こ
に
相
手
が
い
な
け
れ
ば
、
告
白
は
し
な
い
も
の
」（p.80

）
で
あ
り
、〈
告
白
〉
の
受
取
手
は
「
単
に
問
い
か
け
聴
き
取
る
者
で
あ
る
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だ
け
で
は
な
く
、
告
白
を
要
請
し
、
強
要
し
、
評
価
す
る
と
同
時
に
、
裁
き
、
罰
し
、
許
し
、
慰
め
、
和
解
さ
せ
る
た
め
に
介
入
し
て

く
る
裁
決
機
関
」（p.80

）
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
仮
面
の
告
白
』
の
「
私
」
が
語
る
〈
告
白
〉
に
お
い
て
も
当
然
、「
私
」
が
受
取
手
と
し
て
想
定
す
る
読
者
の
存
在
が
不
可
欠
だ
。

そ
し
て
読
者
に
「
裁
決
」
さ
れ
て
初
め
て
〈
告
白
〉
が
完
成
す
る
以
上
、「
私
」
は
読
者
を
納
得
さ
せ
る
よ
う
な
〈
告
白
〉
を
構
成
し
、

語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

坂
部
恵
が
「
か
た
り
と
し
じ
ま
―
―
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
論
へ
の
一
視
角
」（『
ペ
ル
ソ
ナ
の
詩
学
』
岩
波
書
店
一
九
八
九
年
八
月
）（

５
）に
お

い
て
指
摘
し
た
、〈
語
り
〉
と
〈
騙
り
〉
の
同
音
が
示
す
ご
と
く
〈
語
り
〉
に
は
常
に
偽
り
の
可
能
性
が
潜
む
。
坂
部
の
論
は
日
本
語
の

言
語
空
間
に
お
け
る
指
摘
だ
が
、フ
ロ
イ
ト
の
言
う
「
心
的
現
実
」

（
６
）
の
概
念
が
同
様
の
こ
と
を
示
す
よ
う
に
こ
と
は
日
本
語
に
限
ら
な
い
。

〈
語
る
〉
行
為
に
は
、
語
り
手
が
提
示
し
た
い
語
り
の
事
柄
を
選
択
で
き
る
自
由
が
常
に
保
持
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
自
由
に
は
事
柄

の
選
択
以
外
に
、
事
柄
の
配
列
や
意
味
づ
け
な
ど
語
り
の
構
成
も
含
ま
れ
る
。〈
告
白
〉
の
成
立
に
は
受
取
手
が
優
位
を
示
す
の
と
対
照

的
に
、〈
告
白
〉
が
語
ら
れ
る

4

4

4

4

段
階
で
は
告
白
者
イ
コ
ー
ル
語
り
手
が
受
取
手
に
対
し
て
優
位
に
立
つ
。
そ
こ
で
本
項
で
は
「
私
」
の
叙

述
の
特
徴
か
ら
、〈
告
白
〉
を
巡
る
読
者
と
の
関
係
性
に
お
い
て
「
私
」
が
読
者
に
抱
く
要
求
意
識
を
汲
み
取
っ
て
い
く
。

　

第
一
章
で
は
、
自
身
の
性
指
向
が
幼
少
期
か
ら
根
付
い
た
本
然
の
も
の
だ
と
読
者
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
、「
私
」
が
「
糞
尿
汲
取
人

と
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
と
兵
士
の
汗
の
匂
ひ
」（『
全
集
一
巻
』p.189
）
と
「
松
旭
斎
天
勝
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
」（p.189

）
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
「
二
種
類
の
前
提
」（p.189

）
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
第
三
章
で
は「
バ
ス
の
女
車
掌
」（p.252

）に
関
す
る
少
年
期
の「
私
」の「
些
か
肉
感
的
な
言
草
」（p.252

）に
対
し
、語
り
手「
私
」

が
「
こ
れ
を
読
ん
で
ゐ
る
人
に
だ
つ
て
明
白
で
あ
ら
う
」（p.252

）
と
読
者
に
向
け
た
語
り
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
少
年
期
の
「
私
」

の
発
言
の
原
因
に
つ
い
て
、
語
り
手
「
私
」
は
「
そ
れ
は
ま
こ
と
に
単
純
な
理
由
、
私
が
女
の
事
柄
に
つ
い
て
は
他
の
少
年
が
も
つ
て
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ゐ
る
や
う
な
先、
、
、
天
的
な、羞
恥
を
も
つ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
理
由
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。」（p.252

・
傍
線
引
用
者
）
と
述
べ
る
が
、
そ
の
「
単

純
な
理
由
」
は
具
体
的
に
「
外
へ
の
見
え
ざ
る
表
は
れ
」「erectio

を
起
す
や
う
な
対
象
」（p.255

）
が
「
私
」
と
他
の
少
年
た
ち
と

で
は
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
叙
述
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
。
言
う
な
れ
ば
「
バ
ス
の
女
車
掌
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
そ
の
結
論
を
引
き
出

す
た
め
に
選
ば
れ
、
叙
述
さ
れ
た
内
容
な
の
だ
。

　

以
上
の
例
か
ら
、「
私
」
の
語
り
の
構
成
に
は
「
私
」
が
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
指
向（

７
）の
持
ち
主
で
あ
る
と
読
者
に
も
了
解
さ
せ
よ
う
と

す
る
「
私
」
の
積
極
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

他
に
も
「
私
が
現
在
の
考
へ
で
当
時
の
私
を
分
析
し
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
ふ
謗
り
を
免
れ
る
た
め
に
、
十
六
歳
当
時
の
私
自
身

が
書
い
た
も
の
の
一
節
を
写
し
て
お
か
う
。」（p.253

）
や
「
私
が
第
二
章
で
、
わ
ざ
と
の
や
う
に
、
い
ち
い
ちerectio penis 

の
こ

と
を
書
い
て
お
い
た
の
は
、
こ
の
こ
と
と
関
は
り
が
あ
る
。」（p.255

）
と
い
っ
た
叙
述
か
ら
、「
私
」
の
語
り
に
対
す
る
読
者
の
反
応

を
予
想
し
た
上
で
読
者
に
首
肯
を
促
す
「
私
」
の
意
思
が
透
か
し
見
え
る
。
加
え
て
「
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
」（p.205

）
の
学
説
な
ど
、

第
三
者
の
言
説
の
利
用
も
「
私
」
の
叙
述
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
う
し
た
点
か
ら
も
客
観
的
冷
静
さ
を
担
保
す
る
こ
と
で
自
身
の
主
張
の

正
当
性
を
示
そ
う
と
す
る
「
私
」
の
意
図
が
汲
み
取
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
読
者
の
納
得
を
得
る
た
め
の
誘
導
的
な
叙
述
構
成
か
ら
は
、
自
身
の
叙
述
が
正
当
な
〈
告
白
〉
で
あ
る
と
読
者
に

承
認
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
私
」
の
姿
勢
が
見
え
る
。
そ
し
て
そ
の
承
認
の
対
象
と
な
る
も
の
こ
そ
が
「
私
」
の
〈
告
白
〉
の
本
質
で
あ
り
、

偽
ら
ざ
る
〈
真
理
〉
と
し
て
「
私
」
が
読
者
に
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
な
の
だ
。

②
〈
告
白
〉
の
本
質

　

で
は
「
私
」
が
〈
告
白
〉
を
通
し
て
読
者
に
承
認
を
求
め
る
も
の
と
は
何
か
。「
私
」
の
半
生
の
根
源
的
象
徴
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
第
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一
章
で
、「
私
」
は
先
人
の
言
説
を
自
説
に
取
り
こ
み
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

私
が
幼
時
か
ら
人
生
に
対
し
て
抱
い
て
ゐ
た
観
念
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
風
な
予
定
説
の
線
を
外そ

れ
る
こ
と
が
た
え
て
な
か
つ

た
。
い
く
た
び
と
な
く
無
益
な
迷
ひ
が
私
を
苦
し
め
、
今
も
な
ほ
苦
し
め
つ
づ
け
て
ゐ
る
も
の
の
、
こ
の
迷
ひ
を
も
一
種
の
堕
罪

の
誘
惑
と
考
へ
れ
ば
、
私
の
決
定
論
に
ゆ
る
ぎ
は
な
か
つ
た
。	

（p.185

・
傍
線
引
用
者
）

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
予
定
説
は
、
全
て
が
神
の
恩
寵
に
よ
る
と
す
る
恩
寵
論
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
人
の
自
由
意
志
を
認
め
る
も

の
の
、
創
造
物
の
一
つ
で
あ
る
人
間
の
個
々
の
気
質
や
生
涯
の
行
動
す
ら
神
は
全
て
予
見
し
て
い
る
と
考
え
る（

８
）。「
私
」
の
叙
述
は
、
人

間
個
々
の
先
天
的
素
質
を
神
の
予
見
に
値
す
る
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
扱
う
の
だ
。

　
「
私
」
の
〈
告
白
〉
で
は
先
天
的
素
質
、
特
に
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
指
向
が
、「
私
」
に
生
来
的
に
備
わ
っ
た
主
体
の
要
と
し
て
「
私
」

に
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
読
者
へ
の
主
張
と
も
な
っ
て
い
る
。
先
の
引
用
の
「
無
益
な
迷
ひ
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
「
私
」

の
生
来
的
素
質
を
根
本
的
に
変
え
よ
う
と
す
る
試
み
を
指
す
。「
私
」
は
そ
の
「
迷
ひ
」
を
「
無
益
」
と
認
識
す
る
一
方
で
、
自
身
が
語

る
現
時
点
で
も
「
迷
ひ
」
は
「
私
」
を
「
苦
し
め
つ
づ
け
て
」
お
り
、
続
く
「
こ
の
迷
ひ
を
も
一
種
の
堕
罪
の
誘
惑
と
考
へ
れ
ば
、
私

の
決
定
論
に
ゆ
る
ぎ
は
な
か
つ
た
」
と
す
る
叙
述
か
ら
は
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
指
向
の
先
天
的
保
有
者
と
し
て
の
「
私
」
の
主
体
の

明
確
化
を
図
る
た
め
、
読
者
の
み
な
ら
ず
自
身
に
対
し
て
も
言
い
聞
か
せ
る
「
私
」
の
意
思
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、「
私
」
が
語
る
〈
告
白
〉
は
承
認
を
要
請
す
る
主
体
の
像
を
予
め
想
定
し
て
い
な
が
ら
、
語
る
間
に
も
「
私
」
自
身

に
「
迷
ひ
」
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
こ
う
し
た
「
私
」
の
隠
さ
れ
た
逡
巡
に
留
意
し
、次
項
で
は
他
者
が
行
な
う
「
私
」
へ
の
〈
告
白
〉

に
視
点
を
移
し
て
論
じ
る
。
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③
他
者
の
要
請
と
の
相
違

　
『
仮
面
の
告
白
』
に
は
「
私
」
の
〈
告
白
〉
に
内
包
さ
れ
る
形
で
、他
者
を
告
白
者
と
す
る
〈
他
者
―
「
私
」〉
間
の
〈
告
白
〉
が
三
例
あ
る
。

一
つ
、第
三
章
に
お
け
る
戦
時
下
の
園
子
か
ら
の
「
愛
の
告
白
」（p.295

）、二
つ
、「
大
学
で
親
し
く
な
つ
た
友
人
」（p.337

）
か
ら
の
「
悪

所
通
ひ
」（p.338
）
の
〈
告
白
〉、三
つ
、戦
後
に
な
り
逢
瀬
を
重
ね
る
「
私
」
に
対
し
て
園
子
が
語
り
か
け
る
「
も
の
ぐ
さ
な
告
白
」（p.358

）

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
私
」
が
容
易
に
同
意
し
か
ね
た
二
つ
目
、
と
三
つ
目
の
例
に
照
明
を
あ
て
る
。

　

二
例
目
の
「
悪
所
通
ひ
」
を
持
ち
か
け
る
友
人
の
〈
告
白
〉
に
対
し
て
は
「
御
定
ま
り
の
焦
燥
」（p.338

）
が
、
三
例
目
の
「
言
ふ

べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
言
は
う
と
し
て
ゐ
る
」（p.358

）
園
子
の
〈
告
白
〉
に
対
し
て
は
「
こ
の
資
格
な
り
権
利
な
り
を
、
ど
う
動
か
し
、

ど
う
否
定
し
、
ま
た
ど
う
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」（p.358

）
と
す
る
戸
惑
い
が
、「
私
」
の
所
感
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
所
感
の
原
因
は
、
特
に
三
例
目
に
お
い
て
「
彼
女
（
園
子
・
引
用
者
注
）
の
良
人
に
些
か
の
嫉
妬
も
感
じ
」（p.358

）
な
い
自

身
の
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
指
向
に
あ
る
と
「
私
」
は
語
っ
て
い
る
。
だ
が
実
際
の
と
こ
ろ
、性
指
向
自
体
が
他
者
か
ら
の
〈
告
白
〉
を
「
私
」

に
拒
ま
せ
て
い
る
よ
り
も
、「
彼
の
目
に
映
つ
て
ゐ
る
や
う
な
私
の
状
態
と
、
現
実
の
私
の
状
態
」（p.338

）
が
異
な
っ
て
い
る
点
に
重

き
が
置
か
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

　
〈
近
代
〉
に
お
い
て
〈
性
〉
へ
の
言
及
は
極
力
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
暗
黙
の
了
解
か
ら
、
却
っ
て
〈
性
〉
に
関
す
る
発
言
は
重

大
性
を
増
し
た
、
と
は
『
知
へ
の
意
志
』（
前
掲
）
に
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
個
人
の
主
体
を
〈
性
〉
が
象
徴
す
る
こ

と
へ
と
最
終
的
に
繋
が
る
の
だ
が
、
そ
の
際
の
〈
告
白
〉
は
フ
ー
コ
ー
が
〈
告
白
〉
に
「
内
在
す
る
権
力
構
造
」（p.81

）
と
指
摘
し
た

社
会
の
抑
圧
下
で
行
な
わ
れ
る
た
め
、受
取
手
に
対
し
て
心
理
的
に
下
位
に
位
置
す
る
者
か
ら
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。そ
れ
ゆ
え〈
告

白
〉
は
「
要
請
さ
れ
強
制
さ
れ
た
言
葉
と
し
て
、何
ら
か
の
絶
対
的
な
強
制
に
よ
っ
て
」（p.81

）
暴
か
れ
る
よ
う
に
し
て
現
出
す
る
と
フ
ー

コ
ー
は
述
べ
て
い
る
。
先
の
二
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
悪
所
通
ひ
」
と
不
倫
と
い
う
性
的
な
事
情
を
引
け
目
や
罪
悪
感
と
と
も
に
内
心
に
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抱
え
た
者
た
ち
の
〈
告
白
〉
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
の
こ
と
を
〈
告
白
〉
す
る
と
同
時
に
、「
私
」
を
「
悪
所
」
へ
の
相
伴
や
不
倫
関
係
の

相
手
と
い
う
共
有
者
と
し
て
呼
び
掛
け
て
い
る
と
言
え
る
。
だ
が
「
私
」
は
友
人
と
同
様
の
異
性
に
対
す
る
肉
欲
的
関
心
が
も
て
な
い

た
め
「
悪
所
通
ひ
」
の
仲
間
と
い
う
友
人
の
共
犯
意
識
に
応
え
ら
れ
ず
、
同
様
の
理
由
で
、
園
子
の
愛
と
「
受
洗
」（p.358

）
と
い
う

園
子
か
ら
の
決
別
宣
言
に
対
す
る
承
諾
や
説
得
と
い
う
期
待
さ
れ
る
役
割
を
担
え
な
い
の
だ
。

　

こ
の
二
つ
の
〈
告
白
〉
に
関
し
て
、「
私
」
の
目
を
通
し
て
叙
述
さ
れ
る
、「
私
」
に
対
す
る
告
白
者
の
役
割
要
請
と
い
う
観
点
か
ら

確
認
し
て
み
よ
う
。「
悪
所
通
ひ
」
に
誘
う
友
人
は
、「
私
」
を
「
童
貞
と
見
き
は
め
」（p.338

）
た
上
で
「
の
し
か
か
る
や
う
な
自
嘲

と
優
越
感
」（p.338

）
を
感
じ
さ
せ
る
様
子
だ
と
「
私
」
は
叙
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
悪
所
通
ひ
」
を
躊
躇
す
る
「
私
」
の
様
子
を
見
て
、

友
人
が
「
今
の
私
の
心
理
状
態
が
す
つ
か
り
彼
に
は
読
め
、
ち
や
う
ど
今
の
私
と
同
じ
状
態
に
あ
つ
た
時
の
彼
自
身
を
思
ひ
出
す
羞
恥

の
気
持
が
、
私
か
ら
は
ね
か
え
つ
て
く
る
と
謂
つ
た
面
持
」（p.338

）
だ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
実
際
、
友
人
が
そ
の
よ
う
に
「
私
」

を
見
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
。
だ
が
「
私
」
の
認
識
に
お
い
て
は
、
友
人
が
友
人
自
身
の
過
去
と
共
通
す
る
主
体
を
「
私
」
が
備
え

て
い
る
と
判
断
し
、
相
伴
の
誘
い
に
よ
っ
て
暗
に
そ
の
よ
う
な
〈
主
体
化
〉
を
「
私
」
に
要
請
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
実
情

は
異
な
っ
て
も
そ
の
要
請
に
「
私
」
も
従
い
た
い
と
い
う
意
思
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
園
子
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
園
子
に
対
し
て
「
僕
は
君
を
尊
敬
し
て
ゐ
る
」（p.357

）
と
発
言
し
た
よ
う
に
、

「
私
」
は
「
僕
」
と
「
君
」
の
区
別
に
よ
り
心
理
的
距
離
を
示
し
な
が
ら
園
子
に
語
り
か
け
て
い
る
。
だ
が
「
未
来
の
罪
」（p.357

）
に

言
及
し
た
園
子
は
「
お
互
ひ
」「
あ
た
く
し
た
ち
」（p.357

）
の
語
を
口
に
し
て
お
り
、
不
倫
の
共
犯
意
識
や
相
思
相
愛
の
恋
人
の
役
割

を
「
私
」
に
対
し
て
園
子
が
要
請
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
語
り
手
「
私
」
は
叙
述
し
て
い
る
。
対
す
る
語
ら
れ
た
当
時
の
「
私
」
の

反
応
は
、「
今
は
ど
う
な
の
？
」「
今
は
誰
の
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
る
の
？
」「
そ
れ
で
は
今
は
ど
う
な
の
？
」（p.358

）
と
い
っ
た
彼
女
へ

の
問
い
か
け
が
並
ぶ
。「
今
」
の
園
子
の
心
情
を
問
う
こ
と
で
「
私
」
と
の
心
理
的
距
離
が
あ
る
こ
と
を
再
度
示
し
、「
私
」
が
感
じ
と
っ
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た
園
子
が
望
む
「
私
」
の
〈
主
体
化
〉
の
在
り
方
を
拒
も
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
る
の
だ
。

　

こ
れ
ら
他
者
の
〈
告
白
〉
を
め
ぐ
る
叙
述
か
ら
、
受
取
手
と
し
て
の
「
私
」
の
役
割
を
二
人
の
告
白
者
が
要
請
し
て
い
る
と
「
私
」

が
強
く
感
じ
取
っ
て
い
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
他
者
に
よ
る
役
割
の
要
請
と
は
社
会
を
含
む
〈
他
者
〉
と
の
関
係
性
を
重
視
し

た
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
フ
ー
コ
ー
が
指
摘
す
る
〈
従
属
イ
コ
ー
ル
主
体
‐
化
〉
の
機
構
に
則
っ
た
主
体
の
示
し
方
を
要
請
す
る
も

の
で
あ
る
。
語
ら
れ
た
当
時
の
「
私
」
は
、
そ
の
よ
う
な
〈
他
者
〉
が
要
請
す
る
「
私
」
の
主
体
化
の
在
り
方
と
本
来
の
自
分
自
身
を
、

可
能
な
限
り「
ぴ
つ
た
り
と
一
つ
の
も
の
に
し
た
い
」（p.338

）と
思
い
、そ
う
努
め
た
の
で
あ
る
。
だ
が
語
り
手「
私
」が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
の
予
定
説
を
持
ち
出
し
た
よ
う
に
、
要
請
の
具
体
的
内
容
の
主
要
な
一
つ
で
あ
る
性
指
向
は
本
人
の
努
力
次
第
で
克
服
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
演
じ
た
く
と
も
演
じ
き
れ
な
い
自
身
の
発
見
と
は
、
そ
れ
こ
そ
「
私
」
の
主
体
の
一
端
を
示
す
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、〈
他
者
〉
の
〈
告
白
〉
に
対
す
る
「
私
」
の
叙
述
に
よ
っ
て
、
先
天
的
素
質
と
し
て
の
性
指
向
の
自
認
に
加
え
、〈
他
者
〉
が

要
請
す
る
主
体
化
の
在
り
方
と
、「
私
」
が
と
ら
え
る
自
身
の
主
体
の
相
違
を
指
摘
し
た
。

　

本
稿
４
に
論
じ
る
語
り
手
「
私
」
の
主
体
は
、
本
稿
３
に
論
じ
た
作
者
三
島
の
主
体
同
様
、『
仮
面
の
告
白
』
の
〈
告
白
〉
を
巡
る
読

者
と
の
関
係
の
中
で
生
産
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
あ
る
い
は
生
産
さ
れ
た
告
白
者
の
主
体
で
あ
り
、
本
作
品
に
叙
述
さ
れ
る
〈
告
白
〉
は
そ

の
よ
う
に
、
視
点
の
置
き
換
え
に
よ
っ
て
作
者
と
語
り
手
「
私
」
に
各
々
作
用
す
る
機
構
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

　

読
者
の
「
裁
決
」
や
承
認
を
求
め
る
〈
告
白
〉
で
あ
る
以
上
、「
私
」
の
〈
告
白
〉
も
本
稿
３
同
様
、〈
主
体
化
〉
イ
コ
ー
ル
社
会
へ
の
〈
従

属
化
〉
の
図
式
を
内
包
す
る
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
改
め
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

④
「
悔
恨
」
と
「
演
技
」

　

第
一
章
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
予
定
説
の
話
題
か
ら
程
な
く
、「
罪
に
先
立
つ
悔
恨
」
が
「
後
年
の
主
題
」（p.188

）
と
し
て
言
及



三島由紀夫『仮面の告白』論　─〈告白〉と二つの主体─

聖心女子大学大学院論集　第 38 巻 2号（通巻 51 号）平成 28 年 10 月

23

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
松
旭
斎
天
勝
の
扮
装
を
し
た
幼
い
「
私
」
を
見
て
目
を
伏
せ
た
母
に
対
し
、「「
罪
に
先
立
つ
悔
恨
」
と
い
ふ
後

年
の
主
題
が
、
こ
こ
で
そ
の
端
緒
を
暗
示
し
て
み
せ
た
」（p.188

）
の
か
と
語
り
手
「
私
」
が
叙
述
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
再
度

こ
の
問
題
に
直
面
す
る
の
は
、「
最
初
の
一
瞥
か
ら
こ
れ
ほ
ど
深
い
・
説
明
の
つ
か
な
い
・
し
か
も
決
し
て
私
の
仮
装
の
一
部
で
は
な
い

悲
し
み
に
心
を
揺
ぶ
ら
れ
」「
罪
に
先
立
つ
悔
恨
」（p.279

）
を
意
識
し
た
、
第
三
章
の
園
子
と
の
出
会
い
に
お
い
て
だ
。

　
〈
母
親
―
「
私
」〉、〈
園
子
―
「
私
」〉
の
関
係
が
、
差
異
こ
そ
あ
れ
ど
、
互
に
愛
情
を
抱
く
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
だ
。「
罪
に

先
立
つ
悔
恨
」
は
、
相
手
が
「
私
」
を
愛
し
、
ま
た
「
私
」
も
相
手
に
対
し
て
特
別
な
愛
情（

９
）を
抱
い
て
い
る
関
係
の
中
で
生
ま
れ
る
。

つ
ま
り
「
悔
恨
」
は
愛
す
る
者
の
期
待
に
副
え
な
い
「
私
」
の
罪
悪
感
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。「
私
の
存
在
そ
の
も
の
の
悔
恨
」

（p.279

）
と
叙
述
さ
れ
る
ご
と
く
、「
私
」
は
「
罪
に
先
立
つ
悔
恨
」
に
言
及
す
る
こ
と
で
生
来
的
に
備
え
る
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
指
向

を
入
口
と
し
た
、「
私
」
の
主
体
と
い
う
問
題
に
踏
み
入
っ
て
い
る
の
だ
。

　
『
仮
面
の
告
白
』
に
は
「
仮
面
」
を
装
着
し
た
「
演
技
」
者
と
し
て
の
「
私
」
に
言
及
す
る
叙
述
が
あ
る
。
第
一
章
に
お
い
て
、
従
妹

の
家
で
「
私
」
が
「
一
人
の
「
男
の
子
」
で
あ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
」（p.193

）
よ
う
に
、
本
作
品
の
「
演
技
」
の
語
は
社
会
を
含

め
た〈
他
者
〉が
要
請
す
る〈
主
体
化
〉の
在
り
方
に「
私
」が
副
お
う
と
す
る
場
面
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
が「
心
に
染
ま
ぬ
演
技
」（p.194

）

で
あ
っ
た
と
「
私
」
が
述
べ
る
と
お
り
、「
私
」
の
実
情
と
そ
ぐ
わ
な
い
た
め
、「
演
技
」
が
「
私
」
の
主
体
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
は

な
い
と
「
私
」
は
理
解
し
て
い
る
の
だ
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
予
定
説
や
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
言
説
の
援
用
に
よ
る
先
天
的
素
質

の
強
調
は
、〈
他
者
〉
の
要
請
に
対
す
る
「
私
」
の
明
確
な
意
思
の
表
わ
れ
で
あ
る
。「
私
」
の
〈
告
白
〉
は
、
ⅰ
「
私
」
が
ア
ブ
ノ
ー

マ
ル
な
性
指
向
を
備
え
て
お
り
、
ⅱ
そ
れ
は
先
天
的
素
質
で
あ
る
が
ゆ
え
に
己
を
含
め
た
誰
に
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ⅲ
な
ぜ

な
ら
誰
に
も
変
え
ら
れ
な
い
「
私
」
こ
そ
が
「
私
」
の
主
体
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
叙
述
過
程
を
辿
る
。
こ
の
時
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な

性
指
向
は
、「
私
」
の
主
体
を
構
成
す
る
主
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
だ
が
同
時
に
「
先
天
的
」
の
語
が
も
つ
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
性
質
を
、
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他
者
に
反
論
の
余
地
を
与
え
ず
「
私
」
の
主
調
を
支
え
る
論
理
の
道
具
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

語
ら
れ
る
「
私
」
に
お
い
て
は
、〈
他
者
〉
が
提
示
す
る
「
私
」
の
主
体
の
在
り
方
が
「
私
」
自
身
の
内
に
形
成
さ
れ
る
主
体
に
先
行

し
て
用
意
さ
れ
、「
私
」
は
「
仮
面
」
や
「
演
技
」
の
語
で
叙
述
す
る
ご
と
く
、
社
会
へ
の
〈
従
属
化
〉
イ
コ
ー
ル
〈
主
体
化
〉
を
図
ろ

う
と
し
て
い
た
。
一
方
〈
告
白
〉
す
る
現
在
の
「
私
」
は
、〈
他
者
〉
に
阿
り
「
演
技
」
し
て
い
た
・
語
ら
れ
る
「
私
」
と
異
な
り
、
自

身
の
思
考
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
自
己
像
に
よ
っ
て
主
体
を
形
成
し
、〈
告
白
〉
を
通
し
て
〈
他
者
〉
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

⑤
必
要
と
さ
れ
る
〈
告
白
〉
内
容

　

フ
ー
コ
ー
は
『
知
へ
の
意
志
』（
前
掲
）
で
、〈
告
白
〉
の
在
り
方
が
、他
者
の
承
認
に
よ
る
「
身
分
、本
性
、価
値
の
保
証
と
し
て
の
「
告

白
」［
た
と
え
ば
告
解
］」（p.76

）
か
ら
、
告
白
者
に
よ
る
「
自
分
自
身
の
行
為
と
思
考
の
認
知
と
し
て
の
「
告
白
」［
自
白
］
へ
と
移
」

（p.76

）
り
、告
白
者
の
語
り
に
よ
っ
て
「
他
人
が
彼
（
告
白
者
・
引
用
者
注
）
を
認
証
す
る
」（p.76

）
よ
う
に
変
化
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

フ
ー
コ
ー
の
指
摘
と
同
様
に
、「
私
」
も
自
身
の
主
体
を
求
め
て
「
自
分
自
身
の
行
為
と
思
考
の
認
知
」
を
叙
述
し
、〈
告
白
〉
を
行
な
っ

て
い
る
。
本
項
に
至
る
ま
で
の
論
述
か
ら
も
、「
私
」
の
性
指
向
を
表
明
す
る
こ
と
の
み
が
、
主
体
を
形
成
す
る
〈
告
白
〉
の
要
で
は
な

い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
主
体
を
求
め
る
「
私
」
の
〈
告
白
〉
に
お
い
て
、
読
者
の
承
認
を
得
る
た
め
に
必
要
な
告
白
内

容
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
稿
２
に
先
述
し
た
フ
ー
コ
ー
の
〈
近
代
〉
に
お
け
る
文
学
の
変
容
の
指
摘
、「
真
な
る
も
の
へ
の
根
本
的
な
関
係
を
」（p.77

）「
移

ろ
い
や
す
い
数
多
の
印
象
を
通
じ
て
意
識
の
根
本
的
な
確
実
性
を
解
き
放
っ
て
く
れ
る
、
自
己
の
検
討
と
い
う
も
の
の
な
か
に
求
め
る
」

（p.78

）
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

　

つ
ま
り
「
私
」
が
告
白
者
と
し
て
自
ら
の
思
考
の
軌
跡
を
つ
ぶ
さ
に
叙
述
す
る
こ
と
は
、「
私
」
の
性
指
向
自
体
の
叙
述
に
勝
っ
て
、〈
告
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白
〉
を
完
遂
す
る
た
め
に
重
要
性
を
帯
び
る
の
だ
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
以
下
の
叙
述
を
示
す
。

私
の
こ
こ
ま
で
の
叙
述
が
あ
ま
り
に
概
念
的
に
す
ぎ
抽
象
的
に
失
し
て
ゐ
る
と
責
め
る
人
が
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
正
常
な
人
た
ち

の
思
春
期
の
肖
像
と
外よ

そ

目め

に
は
ま
つ
た
く
か
は
ら
な
い
表
象
を
、
く
ど
く
ど
と
描
写
す
る
気
に
な
れ
な
か
つ
た
か
ら
だ
と
答
へ
る

他
は
な
い
。
私
の
心
の
恥
部
を
除
い
た
な
ら
、
以
上
は
正
常
な
人
た
ち
の
そ
の
一
時
期
と
、
心、
、
、
、
、
、

の
内
部
ま
で
そ
つ
く
り
そ
の
ま
ま

で
あ
り
、
私
は
こ
こ
で
は
完
全
に
彼
ら
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。	

（p.264

・
傍
線
引
用
者
）

　

右
の
叙
述
で
「
私
」
は
、
叙
述
さ
れ
な
い
「
私
」
の
事
情
は
一
般
的
な
同
年
代
の
人
々
と
同
じ
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
叙
述
す
る
主

た
る
内
容
は
「
私
」
が
周
囲
と
異
な
る
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
指
向
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
〈
他
者
〉
が
要
請
す
る
〈
主

体
化
〉
を
果
た
せ
ず
に
生
き
づ
ら
さ
を
抱
く
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
〈
告
白
〉
は
、「
概
念
的
す
ぎ
抽
象
的
に
失
し
て
ゐ
る
」「
私

の
心
の
恥
部
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
一
点
を
除
け
ば
「
正
常
な
人
た
ち
の
思
春
期
の
肖
像
と
外よ

そ
め目
に
は
ま
つ
た
く
か
は
ら

な
い
」
だ
け
で
な
く
、「
心、
、
、
、
、
、

の
内
部
ま
で
そ
つ
く
り
そ
の
ま
ま
」
だ
と
念
を
押
し
て
「
私
」
が
叙
述
す
る
と
お
り
、
性
指
向
自
体
の
暴
露

に
限
ら
ず
、そ
の
内
情
と
し
て
積
み
重
ね
る
「
私
」
の
思
考
の
軌
跡
も
ま
た
、「
私
」
の
〈
告
白
〉
を
構
成
す
る
主
要
な
要
素
と
し
て
「
私
」

が
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
だ
。

　
「
幾
世
紀
も
の
間
、
性
の
真
理
は
、
少
な
く
と
も
本
質
的
な
部
分
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
自
ら
言
葉
で
表
わ
す
と
い
う
言
説
的
な

形
態
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。」（p.81

）
と
は
フ
ー
コ
ー
の
『
知
へ
の
意
志
』（
前
掲
）
の
一
節
だ
が
、『
仮
面
の
告
白
』
は
〈
告

白
〉
を
叙
述
す
る
こ
と
で
、「
私
」
が
「
私
」
を
認
証
し
、
読
者
に
対
し
て
賛
同
と
承
認
を
求
め
る
。「
私
」
が
生
き
る
戦
時
下
か
ら
終

戦
直
後
の
時
代
は
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
指
向
の
持
ち
主
に
対
す
る
差
別
を
含
む
国
民
優
生
法
が
効
力
を
発
揮
す
る
社
会
だ
っ
た
。
加

え
て
戦
時
下
は
国
家
総
動
員
体
制
に
よ
り
国
が
国
民
を
管
理
す
る
社
会
で
も
あ
り
、
男
性
は
戦
争
に
行
け
る
健
康
的
な
身
体
と
産
児
に

協
力
で
き
る
生
殖
能
力
が
な
け
れ
ば
周
囲
か
ら
存
在
を
否
定
さ
れ
か
ね
な
い
時
代
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
そ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
、
貧
弱
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な
身
体
で
あ
っ
た
た
め
に
兵
士
と
し
て
戦
わ
ず
、
ま
た
異
性
に
対
す
る
肉
欲
が
湧
か
な
い
こ
と
か
ら
結
婚
・
産
児
も
叶
わ
な
い
「
私
」
は
、

社
会
と
い
う
〈
他
者
〉
か
ら
「
私
」
が
「
私
」
で
あ
る
と
い
う
主
体
を
暗
に
否
定
さ
れ
て
い
た
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
「
私
」
に
お
い
て
、
自
身
の
存
在
を
自
身
に
問
い
か
け
納
得
し
、〈
他
者
〉
に
存
在
を
承
認
さ
せ
る
こ
と
は

重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
私
」
が
〈
告
白
〉
に
お
い
て
目
指
し
た
の
は
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
指
向
の
持
ち
主

で
あ
る
「
私
」
の
一
面
と
そ
の
内
情
と
し
て
の
「
私
」
の
思
考
の
集
積
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
掬
い
あ
げ
て
、「
私
」
と
い
う
主
体
を
形
作
り
、

告
白
者
・
受
取
手
の
双
方
が
そ
の
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
私
」
が
想
定
す
る
読
者
の
反
応
が
叙
述
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、「
私
」
の
〈
告
白
〉
は
受
取
手
の
承
認

を
待
つ
生
成
途
中
の
〈
告
白
〉
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
現
実
世
界
に
お
け
る
読
者
が
「
私
」
の
背
後
に
作
者
の
姿
を
透
か
し
見
る
こ
と
で
、

「
私
」
が
想
定
す
る
読
者
の
代
替
と
し
て

（
（1
（

、
本
稿
３
の
〈
作
者
―
読
者
〉
間
同
様
に
「
私
」
の
〈
告
白
〉
を
も
現
実
の
読
者
が
承
認
し
た
。

作
者
三
島
由
紀
夫
と
語
り
手
「
私
」
を
あ
た
か
も
渾
然
一
体
の
存
在
の
よ
う
に
感
じ
る
機
構
は
、以
上
の
と
お
り
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、本
稿
は
フ
ー
コ
ー
の
『
知
へ
の
意
志
』
を
援
用
す
る
こ
と
で
、従
来
、告
白
者
の
み
に
収
斂
さ
れ
る
論
じ
方
の
傾
向
が
あ
っ
た
『
仮

面
の
告
白
』
の
〈
告
白
〉
の
論
点
を
、〈
告
白
者
―
受
取
手
〉
間
及
び
告
白
者
と
社
会
の
関
係
性
に
設
定
し
、〈
告
白
〉
を
巡
っ
て
読
者

と
の
関
係
性
の
中
で
生
産
さ
れ
る
二
つ
（
作
者
三
島
と
語
り
手
「
私
」）
の
主
体
を
、〈
告
白
〉
の
機
構
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
論
じ
た
。

注（
１
） 写リ
ア
リ
テ
ィ
実
と
は
『
仮
面
の
告
白
』
発
表
当
時
に
中
村
光
夫
ら
が
与
え
た
、
作
者
の
実
像
が
う
か
が
え
る
私
小
説
的
な
評
価
で
あ
り
、
創
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
と
は
後
年

井
上
隆
史
ら
研
究
者
が
見
出
し
た
、
虚
構
の
告
白
体
小
説
と
し
て
の
評
価
を
指
す
。
詳
述
は
本
稿
３
、
注
２
に
譲
る
。
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（
２
） 田
坂
昂
は
『
三
島
由
紀
夫
論
』（
風
濤
社
一
九
七
七
年
増
補
二
〇
〇
七
年
新
装p.23

）
で
「
仮
構
の
告
白
体
小
説
」
と
い
う
言
葉
で
〈
告
白
〉
の

創
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン作
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
井
上
隆
史
は
『
豊
饒
な
る
仮
面
三
島
由
紀
夫
』（
新
典
社
二
〇
〇
九
年
五
月p.91

）
で
「
私
小
説
と
い
う
形
式
に

見
か
け
の
上
で
は
則
り
な
が
ら
、
そ
の
実
、
私
小
説
が
暗
黙
の
内
に
方
法
論
的
前
提
と
し
て
い
る
「
告
白
に
対
す
る
作
家
―
読
者
両
者
に
よ
る

全
幅
の
信
頼
」
に
皹
を
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
」
だ
と
述
べ
、
私
小
説
と
い
う
当
時
の
主
流
に
則
り
な
が
ら
仮
構
の
〈
告
白
〉
を
行
な
っ
た
と

指
摘
し
て
い
る
。

（
３
） 本
稿
に
お
い
て
三
島
の
本
文
の
引
用
は
全
て
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』（
新
潮
社
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
〜
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）
に
拠
る
。

な
お
『
仮
面
の
告
白
』
本
文
は
ペ
ー
ジ
数
の
み
、
そ
の
他
に
関
し
て
は
『
全
集
○
巻
』p.

○
○
と
示
す
。

（
４
） 鈴
木
登
美
は
『
語
ら
れ
た
自
己
』（
大
内
和
子
・
雲
和
子
訳
、
岩
波
書
店
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
で
、
近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
〈
真
理
〉〈
自
己
〉

〈
愛
〉〈
性
〉〈
自
然
〉
と
い
っ
た
〈
告
白
〉
文
学
に
関
連
す
る
概
念
が
西
洋
的
な
認
識
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
の
近
代
以
前
か
ら
存
在

す
る
〈
愛
〉
な
ど
の
語
と
同
一
の
記シ

ニ
フ
ィ
ア
ン

号
表
現
で
あ
り
な
が
ら
記シ
ニ
フ
ィ
エ

号
内
容
を
西
洋
的
な
認
識
へ
と
徐
々
に
変
化
さ
せ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
他
、

本
稿
の
私
小
説
論
に
関
す
る
叙
述
は
樫
原
修
の
『「
私
」
と
い
う
方
法
―
―
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
私
小
説
』（
笠
間
書
院
二
〇
一
二
年
十
二
月
）

も
参
照
し
た
。

（
５
） 初
出
は
『
新
岩
波
講
座
哲
学
一
い
ま
哲
学
と
は
』（
一
九
八
五
年
）。

（
６
） フ
ロ
イ
ト
の
「
心
的
現
実
」
と
は
、
患
者
が
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
客
観
的
に
判
断
し
て
虚
偽
だ
と
判
断
さ
れ
て
も
、
患
者
自
身
に
と
っ
て
そ
の

内
容
は
〈
現
実
〉
で
あ
る
と
言
え
る
こ
と
を
指
す
。

（
７
） 本
稿
に
お
け
る
「
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
」
の
語
は
、『
仮
面
の
告
白
』
本
文
で
、「
私
」
が
自
身
の
性
指
向
を
「
常
規
を
逸
し
た
欲
望
」（p.233

）
や
「
倒

錯
愛
」（p.255

）
と
認
識
し
、「
正
常
な
も
の
正
統
な
も
の
」（p.233

）
で
は
な
い
異
常
な
も
の
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
も

の
で
あ
り
、本
稿
論
者
の
価
値
観
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。
当
時
の
社
会
に
お
け
る
差
別
的
認
識
を
暗
に
示
す
語
で
も
あ
る
が
、同
時
に「
私
」

に
お
い
て
は
、「
ノ
ー
マ
ル
」
か
ら
離
れ
る
と
い
う
認
識
が
、
他
者
と
異
な
る
自
身
の
個
性
の
発
見
と
い
う
価
値
の
転
換
に
繋
が
り
叙
述
が
構
成

さ
れ
て
い
る
と
論
者
は
判
断
し
、「
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

（
８
） ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
関
し
て
は
速
水
敬
二
『
古
代
・
中
世
の
哲
学
』（
筑
摩
書
房
一
九
六
八
年
六
月
）、宮
谷
宣よ
し
ち
か史
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
』（
講

談
社
二
〇
〇
四
年
八
月
）、
岡
野
昌
雄
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
告
白
』
の
哲
学
』（
創
文
社
一
九
九
七
年
十
月
）
を
参
照
し
た
。

（
９
） 本
稿
で
述
べ
る
特
別
な
愛
情
と
は
、
第
四
章
で
「
正
常
さ
へ
の
愛
、
霊
的
な
も
の
へ
の
愛
、
永
遠
な
も
の
へ
の
愛
」（p.353

）
と
叙
述
さ
れ
る
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よ
う
な
肉
欲
的
で
な
い
愛
情
を
指
す
。

（
10
） 『
仮
面
の
告
白
』
に
お
け
る
戦
時
下
か
ら
終
戦
直
後
の
社
会
の
関
係
、
特
に
「
私
」
の
性
指
向
と
社
会
背
景
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
三
島

由
紀
夫
『
仮
面
の
告
白
』
論
：
社
会
背
景
か
ら
考
察
す
る
「
私
」
の
生
き
づ
ら
さ
」（『
聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集
』
四
十
七
号
二
〇
一
四
年
十
月
）

で
論
じ
た
。

（
11
） 心
理
学
者
、
望
月
衛
「
性
的
成
熟
と
社
会
的
成
熟
」（『
思
索
』
一
九
四
九
年
十
一
月
）
に
は
、「
あ
る
知
識
階
級
の
青
年
」
が
『
仮
面
の
告
白
』

に
抱
い
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
「
自
分
と
同
様
の
苦
し
み
に
悩
む
者
」
と
し
て
『
仮
面
の
告
白
』
の
「
私
」
に
共
感
を
示
す
一
方
、「
私
」

の
ご
と
き
性
的
指
向
の
持
主
と
し
て
作
者
を
断
定
し
、そ
の
よ
う
な
作
者
の「
無
類
の
正
直
さ
と
勇
気
」を
示
す
作
品
だ
と
感
じ
た
と
い
う
。「
私
」

の
主
体
と
同
時
に
作
者
の
主
体
を
も
承
認
し
た
、
同
時
代
の
読
者
の
一
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。


